
評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－１－（１）－①　理念、基本方針が明文化され
周知が図られている。

ａ

運営理念をもとに園目標を設定し入口の事務室
周辺に掲示して、園のしおりや重要事項説明書
などに明示し周知している。保護者には入園時
に必ず重要事項説明書をもとに読み合わせを行
い説明をしている。入社時の研修で運営理念な
どの説明を受けて研修後のレポートを提出した
り、理念などをまとめたクレドを配布して読み
合わせを行い、基本方針に基づいた保育活動の
展開につなげ、コーポレートメッセージを定め
てみんなで保育にあたるという意識を高め、職
員間の共有を進めている。また、保育園業務マ
ニュアルの内容などを確認し、職員が理念を思
い起こせるようにも取り組んでいる。行事など
の際に保護者に向けて園目標と行事内容との関
連などをあいさつに含めて伝えることで、理解
が進んできていることが利用者調査結果からも
窺える。

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－２－（１）－①　事業経営をとりまく環境と経
営状況が的確に把握・分析されている。

ａ

本部担当を中心に地域の福祉ニーズ把握に向
け、国や市の情報を収集し、併設された子育て
支援センターの利用者や保護者から寄せられる
情報をもとに地域の子育てニーズなどを把握し
て保育活動に活かしている。本部から提供され
る情報や各メディアからの情報を整理して、福
祉制度や保育施策の動向なども適宜把握し職員
間で共有している。また、見学者からの相談内
容などからも地域の子育てニーズなどを把握し
て取り組みに反映している。

Ⅰ－２－（１）－②　経営課題を明確にし、具体的
な取り組みを進めている。

ａ

地域における福祉ニーズに合わせ、近隣の高齢
者施設や系列園との交流などを通して子どもた
ちの想い出に残る保育につなげ、職員の専門性
を活かして子育て家庭への支援などの取り組み
に発展させており、地域の子育て支援施設とし
ての活動などが進められている。また、経費の
抑制や削減に関しては他園での状況や取り組み
を参考にしたり、本部からの指導などを考慮し
て職員の意識を高めるように努めている。園で
の子どもたちの活動に関する写真販売に努める
ことで収益の向上にもつながっている。備品な
どはまとめて購入し、本当に必要なものかどう
かを判断したり、丈夫で長く使えるものを選択
して、品質や価格などを考慮し比較検討して購
入するように努めている。反面、保育活動に必
要となるものは購入することを基本的な考えと
しており、保育の質の低下につながる節約はし
ない考え方で園の運営にあたっている。

Ⅰ－２　経営状況の把握

Ⅰ－２－（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。

評　価　細　目　の　第　三　者　評　価　結　果

評価対象Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ－１　理念・基本方針

（保育所）

Ⅰ－１－（１）　理念、基本方針が確立・周知されている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－３－（１）－①　中・長期的なビジョンを明確
にした計画が策定されている。

ｂ

運営理念及び保育方針に沿って園目標を設定
し、長期計画目標を策定している。長期目標を
もとに年度毎に整理された中期計画が作成され
ており、内容に合わせて半期毎に評価と改善点
が検討され、次期計画に活かされている。ま
た、年度毎の中期計画は保育活動の年間指導計
画・月案・週案・行事などにつながるように内
容が考慮されている。中期計画を見直す際には
目標の達成状況を確認しやすい、より具体的な
指標を設けるなど取り組み内容との整合性を図
りつつ全職員で協議を行い、さらに保育活動に
自主的に取り組むなどの意識向上に向けた工夫
も検討されたい。

Ⅰ－３－（１）－②　中・長期計画を踏まえた単年
度の計画が策定されている。

ａ

保育園業務マニュアルには課題の明確化や計画
策定の手順、取り組み時期も含めて明示されて
いる。年度毎の中期計画をもとに、年間指導計
画・月案・週案を作成して、計画に沿って保育
活動が進むように努めている。また、年度初め
に行事毎に担当職員を決めて行事企画書を作成
し、仕事の割り振りを行い全職員で取り組んで
いる。職員会議などで意見や提案などを出し合
い、保護者アンケートの結果などを考慮して調
整・協議を行い、行事や保育活動などの工夫を
している。行事後には職員会議で反省・見直し
などを行い、次回の行事改善などに活かし、各
系列園での取り組みなども参考にしている。

Ⅰ－３－（２）－①　事業計画の策定と実施状況の
把握や評価・見直しが組織的に行われ、職員が理解
している。

ａ

保育の基本となる保育課程が、運営理念、基本
方針、園目標の「①思いやりのある優しい子ど
も②豊かな感性を持ち、自分を表現できる子ど
も③元気で最後まで頑張る子ども」を目指して
作成され、毎年見直しがなされており、事務室
に掲示して職員間で共有して保育にあたってい
る。保育課程をもとに年齢毎の年間指導計画、
月間指導計画、週案を立案している。各計画を
クラス担当職員が策定し、年間・月間の指導計
画は園長・主任が確認を行い、職員会議を通し
て協議・共有しており、年末・期末・月末に評
価・振り返りを実施して次期の計画につなげて
いる。週案が各クラス毎に作成され、園長・主
任の確認を受けて、クラス間で活動内容や時間
などを調整して異年齢での交流などに活かすこ
ともある。

Ⅰ－３－（２）－②　事業計画は、利用者等に周知
され、理解を促している。

ａ

年度初め、保護者に年間行事予定を配付して子
どもたちが行う行事にできるだけ参加してもら
えるように配慮している。また、各指導計画を
クラスに掲示してねらいや活動内容などを伝え
ており、クラスだよりを通しても月毎の活動の
ねらいや子どもたちの様子などを周知し、保育
園での取り組みを知ってもらうように工夫して
いる。さらに、各クラスの週案をまとめて入口
に掲示して週の活動内容を伝え、子どもたちの
クラスでの取り組みの概要を保護者に知らせて
いる。年度初めの運営委員会などで保育課程と
各指導計画の位置づけ、それぞれのねらいや取
り組み内容などをわかりやすく伝えていくこと
も検討されたい。

Ⅰ－３－（２）　事業計画が適切に策定されている。

Ⅰ－３　事業計画の策定

Ⅰ－３－（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

Ⅰ-４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－４－（１）－①　福祉サービスの質の向上に向
けた取組が組織的に行われ、機能している。

ａ

重要事項などの決定手順などは、保育園業務マ
ニュアルの中にフローが明記されており、園長
会議で伝えられる本部の決定事項などは職員会
議やリーダー会議などを通して伝達され、職員
間での共有につなげている。案件によっては本
部から通達文書が配付され、園内で回覧を行い
各自が確認してサインを残している。その他の
案件は職員会議で検討し、必要に応じて園長会
議の議題として提案して、本部で対応が検討・
協議され、決定事項として各園に返されてい
る。保護者に向けては運営委員会などの機会に
伝えるとともに、書面での配付や園内掲示など
で周知し、連絡帳への記入や送迎時の対話など
を通して直接伝えている。

Ⅰ－４－（１）－②　評価結果にもとづき組織とし
て取組むべき課題を明確にし、計画的な改善策を実
施している。

ａ

保育課程を年度末に見直し、各指導計画につい
て年末・期末・月末・週末に評価・反省を行
い、次の計画策定に活かして、取り組み内容の
工夫や様々な配慮につなげ、子どもたちの楽し
く、安全で安心な想い出に残る保育に反映させ
ている。また、保護者からの意見や要望などを
行事後のアンケートや運営委員会、保育士体
験、日々の送迎時の対話などから把握し、アン
ケート結果や保育園としての回答・対応などを
掲示して保護者に返して、保育活動や行事など
の配慮・工夫につなげている。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－１－（１）－①　管理者は、自らの役割と責任
を職員に対して表明し理解を図っている。

ａ

保育園業務マニュアルに園長・主任の役割が明
記され、マニュアルに沿って園長は保育活動の
実践などにあたっている。園長は職員会議や
日々のコミュニケーション、面談、保育活動な
どの実践を通して保育への考えを伝え、自らが
保育補助に入ったり、備えていて欲しい保育の
知識や技能などを確認して日々保育力の向上に
努めている。また、スーパーバイザー・マネー
ジャーを配して各園の運営・保育活動などへの
助言・指導体制を強化しており、児童票や月
案・週案などの提出日を定め、園長・主任が内
容を確認し職員間の情報共有などに努め、日々
の保育を進めている。

Ⅱ－１－（１）－②　遵守すべき法令等を正しく理
解するための取り組みを行っている。

ａ

保育士として守るべき法・規範・倫理、施設の
最低基準や監査項目等は保育園業務マニュアル
に掲載され、職員が必要に応じて適宜閲覧し確
認できるように事務室に置かれている。コンプ
ライアンス委員会が設置されており、顧問弁護
士への連絡などの制度を導入し保育園業務マ
ニュアルに明記するとともに、連絡方法などを
掲示・周知している。また、苦情窓口や第三者
委員などの情報を重要事項説明書に明示して保
護者に周知している。保育活動や行事などの情
報はホームページで公表しており、毎年第三者
評価を受審して結果を玄関などに置いて公開し
ている。

Ⅱ－１－（１）　管理者の責任が明確にされている。

Ⅰ－４－（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。

評価対象Ⅱ　組織の運営管理

Ⅱ－１　管理者の責任とリーダーシップ
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

Ⅱ－１－（２）－①　福祉サービスの質の向上に意
欲をもち、その取組に指導力を発揮している。

ａ

スーパーバイザー・マネージャーによる園への
助言・指導・支援体制を整備して、園の運営・
保育活動などへの対応に努めている。運営理念
である「職員が楽しく働く」ことを大切にし、
職員間のコミュニケーション・保育に関する情
報共有などを心がけている。運営理念などをま
とめたクレドを職員に配布して相互理解と共有
を促し、園長が率先して保育活動の実践・職員
への指導や助言などを通して、保育に取り組む
姿勢や考え方を伝えている。

Ⅱ－１－（２）－②　経営の改善や業務の実行性を
高める取組に指導力を発揮している。

ａ

これまでの取り組みや前年度の評価・反省をも
とに、行事や保育計画の見直し・改善を進めて
おり、より良い行事や保育活動につなげるよう
様々な工夫と配慮を行っている。また、系列他
園での取り組みなどを参考にしたり、本部の指
導などを活かして運営経費などの削減に向けた
職員の意識を高め、対応に努めている。備品な
どの状況を確認してまとめて購入したり、本当
に必要なものかを判断したり、丈夫で長く使え
るものを選んで品質や価格などを考慮し比較し
て購入するようにも努めている。基本的な考え
として、保育活動に必要となるものは購入する
方向で対応を進めており、保育の質の低下につ
ながるような節約はしない考え方で園運営にあ
たっている。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－２－（１）－①　必要な福祉人材の確保・定着
等に関する具体的な計画が確立し、取組が実施され
ている。

ａ

人事制度方針・事業所が求める職員像などが保
育園業務マニュアルに明記されており、必要に
応じて職員が適宜確認できるよう事務室に常設
されている。採用の際には本部人事担当者が運
営理念・保育方針などについて説明を行い、運
営理念などに理解と共感が得られる人材を採用
している。園からは人材に関する要望などを園
長を通じて本部に伝えている。クラス担任や係
の配置については、園長の職員面接を通して本
人の要望などを把握し、経験・資質などを踏ま
え、園全体のバランスを考慮し決定しており、
よりスムーズな園の運営につながるように努め
ている。また、新卒職員に対するチューター制
度を導入し、新卒職員が先輩職員に様々なこと
を相談できる体制が整っている。行事担当を決
めて企画段階から責任を持って自主的に取り組
むことで、責任とやりがいにつなげている。

Ⅱ－２－（１）－②　総合的な人事管理が行われて
いる。

ａ

本部における査定基準や賃金規定などが公開さ
れ、年間３回の考課査定を行っている。職員各
自が自己査定をして園長及びマネージャーによ
る査定を受けており、保育本部の確認後、賃金
や手当などに反映されている。疲労やストレス
などの自己確認をメンタル・ヘルスチェックを
通して行い、日頃から職員間でコミュニケー
ションを取りながら、やる気の向上や昼礼など
を通して互いの気づきの共有などに努めてい
る。また、園長・主任は心理カウンセラーによ
るカウンセリングを受けており、管理職の精神
的な疲労などを把握し抑制に向けた取り組みも
行っている。

Ⅱ－１－（２）　管理者のリーダーシップが発揮されている。

Ⅱ－２　福祉人材の確保・育成

Ⅱ－２－（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

Ⅱ－２－（２）－①　職員の就業状況や意向を把握
し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。

ａ

勤務シフトの作成の際には、職員の希望に合わ
せて有給休暇などが取得できるように配慮がな
され、各自の予定を確認してシフト表に反映さ
れている。また、個人面談を行い異動に関する
希望などを把握したり、日常保育におけるコ
ミュニケーションなどを通じて意見などを収集
している。クラス担任や係などの配置は職員会
議等での協議をもとに検討し、経験年数や資質
などを参考に、園内のバランスに配慮して園長
が決定している。行事については担当を決め
て、担当職員が企画段階から責任を持って取り
組み、園長・主任が適宜支援や助言をしてい
る。研修へは勤務シフトを調整して通常業務に
支障がない限り参加できるように配慮し、無理
な勤務体制にならないように努めている。ス
ポーツクラブの法人会員、社内運動会や社員親
睦目的の費用補助、リゾート施設の利用、予防
接種の奨励や費用の補助、入社時の健康診断費
用補助など、様々な福利厚生制度がある。職員
は疲労やストレスなどの自己確認をメンタル・
ヘルスチェックを通して行い、日頃から職員間
でコミュニケーションを取り、精神的な支援対
応も進めている。

Ⅱ－２－（３）－①　職員一人ひとりの育成に向け
た取組を行っている。

ａ

職員は個別の年間研修計画を作成して、研修項
目に合わせて自らが参加状況や半期毎の反省・
感想を記入し、園長からの助言や指導などを受
けている。園内研修にも積極的に取り組み、グ
ループでの討議形式やワークショップでの取り
まとめ手法などを用いて職員間での共通認識及
び合意形成につなげている。受講した研修成果
は園内研修などで共有しており、職員間でどこ
にどのように研修成果が活かされたのかなどを
相互に確認・共有する工夫も期待したい。

Ⅱ－２－（３）－②　職員の教育・研修に関する基
本方針や計画が策定され、教育・研修が実施されて
いる。

ａ

本部から研修に関する年間予定表が提示され、
階層別研修などの経験年数に応じたメニューが
示されており、内外の研修には常勤・非常勤を
問わず参加することができるように配慮され、
保育力の向上に向けた取り組みが進められてい
る。また、海外施設の視察などを含む研修も用
意されており、年間を通して全園で共通して保
育への取り組みを進め、推薦などにより参加で
きるよう励んでいる。

Ⅱ－２－（３）－③　職員一人ひとりの教育・研修
の機会が確保されている。

ａ

本部から提供される研修案内などにもとに、職
員からの希望を把握し、勤務シフトを調整して
通常業務に支障がない限り、希望に応じて研修
に参加できるよう考慮している。階層別研修や
参加が必須の研修、自由選択研修も設定されて
おり、人材育成に向けた積極的な取り組みが行
われている。また、外部研修についても逐次、
本部の研修担当から情報が提供されている。

Ⅱ－２－（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

Ⅱ－２－（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

Ⅱ－２－（４）－①　実習生等の福祉サービスに関
わる専門職の教育・育成について体制を整備し、積
極的な取組をしている。

ａ

実習生受け入れに関する対応マニュアルが整備
され、その意義や受け入れ時の配慮や手順など
が明記されている。実習生の受け入れの際には
園長または主任が注意事項に沿って説明を行
い、個人情報の保護やプライバシーの尊重、保
育への考え方や取り組みなどを伝え、守秘義務
に関する誓約書を提出して貰っている。大学や
専門学校などの実習生を受け入れ、声かけや指
導の検討などを行うことで職員の成長にも活か
されている。保育関連の大学生や専門学校生を
積極的に受け入れ、次代を担う保育士などの人
材育成につながっている。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－３－（１）－①　運営の透明性を確保するため
の情報公開が行われている。

ａ

本部ホームページには運営理念、ＣＳＲ・環境
活動、サービス内容、子育て関連のニュースな
どが公開され、法人における活動が伝えられて
いる。園の保育活動や行事などの情報もホーム
ページで公表しており、子どもたちの園生活の
様子や行事への取り組みなどが写真とともに掲
載され、楽しい活動が窺える内容となってい
る。また、県の第三者評価を毎年受審して結果
を玄関などに置いて保護者や見学者、子育て支
援センターの利用者などに公開している。

Ⅱ－３－（１）－②　公正かつ透明性の高い適正な
経営・運営のための取組が行われている。

ａ

運営本部における組織体制が整理され、管理層
及び職員に周知されており、スーパーバイ
ザー・マネージャーによる各園の運営・保育活
動などに関する助言・指導体制を構築して適正
な経営・運営に努めている。また、本部管理課
に各園の担当者を配して保育業務に関する国や
県、市の動きや政策の動向などを把握し、保育
園の活動などに活かしている。また、県の行政
監査が定期的に行われており、市の行政監査を
毎年受審して指導を受けており、適正な保育園
運営につなげるよう努めている。

Ⅱ－３　運営の透明性の確保

Ⅱ－３－（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。

Ⅱ－２－（４）　実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－４－（１）－①　利用者と地域との交流を広げ
るための取組を行っている。

ａ

園で行う夏祭りや運動会に地域の子育て家庭の
参加を促したり、近隣の高齢者施設を定期的に
訪問して交流をしており、子どもたちが職員以
外の人とふれあうことで社会性を育み、地域で
の認知度も向上している。また、園庭開放の際
にも子どもを連れて地域居住者が訪れ、子ども
たちとの交流を楽しんでいる。小学校のまち探
検を受け入れ、子どもたちとふれあい、感謝の
手紙も届けられており、小学校への憧れへとつ
ながっている。年長児は近隣の小学校を訪問
し、授業の体験や学校探検などをしており、就
学に向けた意識付けにもなっている。

Ⅱ－４－（１）－②　ボランティア等の受入れに対
する基本姿勢を明確にし体制を確立している。

ａ

ボランティアの対応マニュアルが整備されてお
り、その意義や受け入れ時の配慮・手順などが
整理されている。ボランティアの受け入れの際
には園長あるいは主任が注意事項に沿って説明
を行い、個人情報の保護やプライバシーの尊重
などを伝えて守秘義務に関する誓約書を提出し
て貰っている。パパさん会や学生、絵本の読み
聞かせボランティアを受け入れ、園外の人と子
どもたちが交流することで社会性の向上・感性
の成長などにつながり、職員の一層の成長のた
めにもなると考えている。また、パパさん会の
活動では保護者間での交流の場もあり、子育て
情報などを相互に交換することで理解と協力な
どに活かされている。

Ⅱ－４－（２）－①　福祉施設・事業所として必要
な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切
に行われている。

ａ

地域の医療機関や公共施設などを必要な分野毎
に整理して一覧表として取りまとめ、事務室に
掲示して職員が必要な時に適宜利用できるよう
に配慮している。また、保育園内にはさんぽ
マップを掲示し、周辺の公園などの社会資源の
位置を保護者に伝え、日常の子育て対応にも活
かしてもらえるように工夫している。保健セン
ターと併設されている子育て支援センターで把
握した情報などを共有して、子育て支援活動に
つなげており、気になる子どもへの対応では市
の巡回指導との連携を活かした取り組みを進め
ている。子育てに関連する機関として、市役所
保育課・小学校・保健所・消防署・警察署・児
童相談所など、医療機関では小児科医・歯科医
などと必要に応じて連携が取れるように配慮し
ている。

Ⅱ－４　地域との交流、地域貢献

Ⅱ－４－（１）　地域との関係が適切に確保されている。

Ⅱ－４－（２）　関係機関との連携が確保されている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

Ⅱ－４－（３）－①　福祉施設・事業所が有する機
能を地域に還元している。

ａ

毎週土曜日に園庭開放を行い、地域の子育て家
庭を受け入れ、子どもたちが一緒に遊んだりし
て交流している。園庭での遊びは異年齢でのふ
れあいとなり、小さい子どもたちは大きい子へ
の憧れを膨らませ、大きい子どもたちは小さい
子への労りや気遣いの心を育む機会ともなって
いる。ふれあい体験保育を実施し、地域の子育
て家庭をクラスで受け入れ、保育園での生活を
経験してもらっている。また、園での行事に子
育て家庭を招いたり、高齢者施設を訪問して交
流を通じて元気づけたりもしている。子育て支
援センターが併設されており、専用で使える部
屋を確保して、様々な子育て支援を展開してい
る。

Ⅱ－４－（３）－②　地域の福祉ニーズに基づく公
益的な事業・活動が行われている。

ａ

子育てニーズが高い地域であり、子育て支援セ
ンターでの取り組みへの参加希望は多く、常に
一杯の状況にある。子育て支援センターでは
サークル活動での製作、クッキング、体操、読
み聞かせなどを行い、遊びの場を提供したり子
育て相談などにも適宜応じている。また、保育
園では毎週の園庭開放やふれあい体験保育を行
い、地域の子育て施設としての機能・役割も
担っている。

Ⅱ－４－（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

第三者評価結果 コメント

Ⅲ－１－（１）－①　利用者を尊重した福祉サービ
ス提供について共通の理解をもつための取組を行っ
ている。

ａ

入園のしおりには運営理念、保育理念等が明記
され、運営委員会やクラス懇談会、保育行事な
どを通して保護者に説明し周知しており、個人
面談などの機会にも伝えている。保護者からの
意見や要望などは運営委員会やクラス懇談会等
で把握し、指導計画などの作成に活かしたり、
職員会議などの場で職員間の共通理解につなげ
ている。運営理念である「保護者ニーズにあっ
た保育サービスの提供」を目指して保育活動に
取り組み、子ども一人ひとりの育ちや家庭状
況、保護者の子育て観や方針などを考慮して話
し合い、日々のコミュニケーションを通して信
頼関係を築けるように配慮している。また、保
育園業務マニュアルには子どもへの言葉がけ・
対応について整理がされており、子どもの気持
ちを傷つけるような職員の言動が気になった場
合には、園長が適宜子どもの気持ちを留意した
声のかけ方などを伝えて助言している。

Ⅲ－１－（１）－②　利用者のプライバシー保護等
の権利擁護に配慮した福祉サービス提供が行われて
いる。

ａ

個人情報保護方針が定められ、ホームページ上
でも公表されており個人情報保護マニュアルの
中にも明示されている。入園時の説明で保護者
と読み合わせを行い、個人情報の利用目的を伝
えて理解と協力につなげており、子どもの写真
のホームページなどへの掲載に関する保護者の
同意を得ている。情報の開示請求への対応方法
は本部の規程を定め、運営委員会などで説明し
伝えて理解と共有を促している。重要事項説明
書には開示請求への対応に関する内容を記載し
て、職員やボランティアなどには個人情報の取
り扱い規定を個別に説明して管理を徹底してい
る。子どもに関する情報を外部とやりとりする
必要が生じた場合には、保育園業務マニュア
ル、個人情報保護マニュアルに沿って必ず保護
者に説明をして同意を得ている。子どもの羞恥
心への配慮では、オムツ交換や着替えの際には
周囲から見えないように配慮して対応し、衣服
の着脱の際には全裸にならないように指導を行
い、職員は共通認識を持って保育支援にあたっ
ている。お漏らしには、他の子どもから見えな
いようにトイレに連れて行って対応している。

Ⅲ－１　利用者本位の福祉サービス

Ⅲ－１－（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。

評価対象Ⅲ　適切な福祉サービスの実施
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

Ⅲ－１－（２）－①　利用希望者に対して福祉サー
ビス選択に必要な情報を積極的に提供している。

ａ

市のホームページに入園に関するの募集人数の
情報を掲載している。また、園のホームページ
には運営・保育理念、一日の流れ、年間行事予
定等の他に写真入りでイベント情報を掲載し、
園の概要がわかりやすくなっている。利用を希
望する見学者は大変多く、見学時には園独自の
入園のご案内を配布して、園長・主任が丁寧に
対応している。

Ⅲ－１－（２）－②　福祉サービスの開始・変更に
あたり利用者等にわかりやすく説明している。

ａ

本部作成の入園のご案内（重要事項の説明書）
をもとに、入園時の説明会で保育内容などを伝
えている。運営理念、保育方針、園の保育目標
などの他にプライバシーの保護などについて、
園長が説明をしている。説明の後に内容につい
て保護者の確認をもらい、同意をいただき署名
の入った確認書を提出してもらっている。ま
た、サービス内容などの変更にあたっては書面
を作成して配布するほかに、園内への掲示や職
員が送迎時に口頭で丁寧に説明をしている。

Ⅲ－１－（２）－③　福祉施設・事業所の変更や家
庭への移行等にあたり福祉サービスの継続性に配慮
した対応を行っている。

ａ

今年度は家庭保育に変更となる子どもはいな
かったが、転園をした子どもについては必要に
応じて転園先の園と連絡を取りながら、書類な
どはレターパックで送付し、継続した保育支援
につながるように配慮をしている。また、卒園
児については職員が小学校との連絡協議会に参
加して連携を持つほか、園の夏祭りに招待し
て、卒園後の小学校生活について話を聞いた
り、子育てに関する相談を受けたりして、継続
した支援を心がけている。

Ⅲ－１－（３）－①　利用者満足の向上を目的とす
る仕組みを整備し、取組を行っている。

ａ

保護者参加の行事後にはアンケート調査を行
い、行事への意見や要望などを収集・把握し
て、職員の反省なども踏まえて、次の行事日程
や内容の検討、保育活動の改善などに活かして
いる。運営委員会において保護者との意見交換
の場を設けて、意向などの把握に努めている。
また、日常からできるだけ保護者とのコミュニ
ケーションを心がけ、意見などが言いやすい環
境となるように配慮し、連絡帳などを通して寄
せられた意見や要望なども含めて迅速に対応す
るようにしている。園で改善できる項目などは
可能な限り対応するように取り組み、行事日程
などへの配慮や保育内容の工夫を行っている。

Ⅲ－１－（２）　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

Ⅲ－１－（３）　利用者満足の向上に努めている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

Ⅲ－１－（４）－①　苦情解決の仕組みが確立して
おり、周知・機能している。

ａ

相談・苦情窓口などへの対応体制を整え、重要
事項説明書には本部の相談・苦情窓口や区の相
談機関の連絡先の情報が明示されており、入園
時に保護者に説明し周知している。相談・苦情
窓口や受付責任者、第三者委員などの情報を園
内に掲示して保護者に周知している。また、意
見箱を設置して直接言いづらい保護者へも配慮
し、寄せられた意見などには迅速に対応するよ
う努め、苦情などは本部に報告して指示を仰
ぎ、全職員で共有し対応している。アンケート
の集計結果は運営委員会で保護者に伝え理解と
協力につなげ、保育活動などの向上に活かして
いる。

Ⅲ－１－（４）－②　利用者が相談や意見を述べや
すい環境を整備し、利用者等に周知している。

ａ

園入口にご意見箱を設置して保護者が意見など
を提出しやすいよう配慮しており、行事に関す
るアンケートなどを行い、保護者からの希望や
意向など把握して保育に活かしている。また、
日常の保育を通じて丁寧なコミュニケーション
を心がけ、保護者が意見などを言いやすい雰囲
気を整えることに努めており、できるだけ迅速
な対応策の検討と実施につなげることで利用者
調査での高い満足度となっている。併設された
子育て支援センターの機能を通して地域の子育
て家庭に向けた保育園の専門性を活かした支援
活動なども実施しており、地域への情報提供と
併せて園での保育活動が伝えられ、子育て施設
としての役割がさらに発揮されることも期待で
きる。

Ⅲ－１－（４）－③　利用者からの相談や意見に対
して、組織的かつ迅速に対応している。

ａ

保護者参加行事後にはアンケート調査を行い、
保護者からの意見や要望などを把握し、職員の
反省なども踏まえて、行事内容の検討や保育活
動の改善などに活かしている。また、運営委員
会を通して保護者との意見交換の場を設け、意
向や要望などの把握に努めている。寄せられた
意見や要望などには、園で改善できる項目など
について可能な限り対応するように取り組み、
行事日程などへの配慮や保育内容を工夫するな
どの対応を行っている。遠足や運動会などの保
護者参加の行事は、多くの保護者が参加できる
よう曜日などに配慮して行っている。

Ⅲ－１－（４）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

Ⅲ－１－（５）－①　安心・安全な福祉サービスの
提供を目的とするリスクマネジメント体制が構築さ
れている。

ａ

緊急時対応マニュアルの整備、緊急連絡フロー
の掲示、アクシデント報告書・インシデントレ
ポートなどの対応体制が準備され、理念の「子
どもたちの安全・安心の確保」を目指した対策
などを進め、不審者対応などの防犯対策にも取
り組んでいる。セキュリティシステムを用いた
安全管理、チェックリストによる室内の確認、
安全安心メールを受けて保護者に伝えるなどの
対応を行っている。また、けがなどの発生状況
を確認し、職員間で共有して再発防止に努めて
いる。日々の遊びや保育活動の中で危険個所や
危ない場面がないかを確認し、ヒヤリハット
マップを作成して掲示しており、職員間で共有
し安全に配慮して保護者にも伝えている。戸外
でも遊び始める前に安全を確認し、子どもたち
と遊具の使い方のルールを共有するなど、場面
毎に意識できるよう配慮している。

Ⅲ－１－（５）－②　感染症の予防や発生時におけ
る利用者の安全確保のための体制を整備し、取組を
行っている。

ａ

保護者に対して感染症などの保健に関する情報
を定期的に系列園共通のほけんだよりで伝え、
その時季に必要な熱中症、感染症、手洗い法や
予防接種などの保健に関する情報提供と注意喚
起に努めている。園で感染症が発症した場合
は、病名、発症状況、症状、注意点などを掲示
して保護者に知らせ、感染の拡大防止につなげ
ている。また、子どもたちが健康に日常を送れ
るよう、日々の園生活で手洗いやうがいの大切
さを伝えている。手洗い場には手洗いの手順を
掲示したり、３歳児以上のクラスでは手洗い
キット（ブラックライトを用いた手洗いチェッ
カー）を使用して手洗いの指導を行っており、
年齢に応じて日常生活の中で身につくようにし
ている。

Ⅲ－１－（５）－③　災害時における利用者の安全
確保のための取組を組織的に行っている。

ａ

毎月防災訓練を実施し、地域の消防署と連携を
取り年１回水消火器を使った訓練や起震車体験
などを行い、緊急時への対応を進めている。緊
急時の対応担当を予め決め、園内研修で戸外活
動時の連絡方法や緊急対応などを確認したり、
防災備蓄品などの確保を行い、災害時への備え
をしている。

Ⅲ－１－（５）　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

第三者評価結果 コメント

Ⅲ－２－（１）－①　提供するサービスについて標
準的な実施方法が文書化され福祉サービスが提供さ
れている。

ａ

業務の遂行にあたっては運営本部規定の保育園
業務マニュアルに基づき、園の運営と日々の保
育実践が展開されている。運営の理念、保育計
画、業務の基本、災害時の対応、プライバシー
の保護、子育て支援、職員の連携など詳細に規
定されている。また、全職員にもれなく周知徹
底して共通理解のもとに業務遂行がなされるよ
う、園独自で職員周知事項を作成して全職員に
配布している。

Ⅲ－２－（１）－②　標準的な実施方法について見
直しをする仕組みが確立している。

ａ

保育課程については年度末の会議で見直しを行
い確認をしている。年間指導計画については４
期の分けて策定し、各期に反省・評価をして次
の期の指導計画に反映している。日々の保育実
践を通しての気づきは職員会議やリーダー会議
で検討され、見直しを行った上で業務の改善な
どにつなげている。また、業務マニュアルの改
訂や計画の見直しについてはマネージャーへの
報告や園長会議の場で検討されて本部に報告が
なされ、改定につながっている。

Ⅲ－２－（２）－①　アセスメントにもとづく個別
的な福祉サービス実施計画を適切に策定している。

ａ

入園時の面接は園長及び主任が行い、成育歴や
既往症等の把握をしている。また、送迎時や連
絡帳を通して家庭環境の変化や保護者の考え方
などを把握している。子どもの情報は必要に応
じて職員会議で共有し、個別の配慮事項や援助
については指導計画に反映させ、その内容は児
童票に記載している。０歳児クラスから２歳児
クラスまでは組別の月間指導計画の他に個人別
月間指導計画を策定している。

Ⅲ－２－（２）－②　定期的に福祉サービス実施計
画の評価・見直しを行っている。

ａ

保育課程をもとにクラス別に年間指導計画、月
間指導計画、週案を作成している。年間指導計
画は４期に分け、各期で反省・評価をして次の
期の計画につなげている。月案については毎月
に反省・評価をして次月の計画に活かしてい
る。それぞれの指導計画は各クラスに掲示して
いる。また、週の活動計画については全クラス
分を一枚にして、日々の活動の様子とともに玄
関脇に掲示し、登降園時に保護者が内容の確認
ができるようにしている。

Ⅲ－２－（３）－①　利用者に関する福祉サービス
実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化し
ている。

ａ

本部規定の保育園業務マニュアルに基づき、業
務日誌、保育日誌、児童票、連絡帳、行事企画
書等指定の様式に記載して園長・主任が内容の
確認をしている。新任職員についても本部主催
の研修に参加して記載内容に差異が生じないよ
うに配慮している。また、アセスメント後の情
報は児童票に記載され、必要に応じて職員会議
などで共有している。

Ⅲ－２－（３）－②　利用者に関する記録の管理体
制が確立している。

ａ

本部が規定する保育園業務マニュアル、個人情
報保護方針・保護規程等に情報の収集や廃棄、
書類の保存年数が明記されている。児童票等の
個人情報やプライバシーに関する書類は事務室
内の鍵がかかるキャビネットにて保管してい
る。キャビネット内からの持ち出しについて
は、何をどこにもっていくかを園長・主任に伝
え、確認をするようにしている。

Ⅲ－２－（３）　福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

Ⅲ－２　福祉サービスの質の確保

Ⅲ－２－（１）　提供するサービスの標準的な実施方法が確立している。

Ⅲ－２－（２）　適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

第三者評価結果 コメント

Ａ－１－（１）－①　保育所の保育の方針や目標に
基づき、発達過程を踏まえ、子どもの心身の発達や
家庭及び地域の実態に即した保育課程を編成してい
る。

ａ

本部の運営理念、保育方針をもとに園の保育目
標を作成し、目標達成に向けて保育課程を編成
している。園の保育目標は家庭的な雰囲気の中
で、色々な人との関わりを通して心を育む保育
を心がけている。保育課程は子どもの発達過程
に即して、養護・教育の他、食育、長時間保
育、保健計画、異年齢保育、保護者・地域支援
を組み込んだ内容で編成されている。地域的に
子育て支援センターの利用希望者が大変多いこ
とから、地域の子育て支援にも力を入れてい
る。年度初めの運営委員会などで保育の基本と
なる保育課程をわかりやすく説明し、各指導計
画とのつながりなども伝えていく検討も期待し
たい。

Ａ－１－（１）－②　乳児保育のための適切な環境
が整備され、保育の内容や方法に配慮されている。

ａ

０歳児の保育室は１階の南側の園庭に面した明
るく広い環境にある。職員作成のパーテーショ
ンを使い生活と遊びに分けた空間の設定や、発
達に応じて十分に探索活動ができるよう保育室
の使い方を工夫している。個別に連絡帳を用意
して、園と家庭での生活の様子や食事の量を記
入し、連携しながら保育にあたっている。乳幼
児突然死症候群（ＳＩＤＳ）の予防にあたって
は午睡時の睡眠状態と体位を確認し、５分毎に
記録をしている。また、保育室内にＳＩＤＳ予
防のポスターを掲示して、保護者に向けて注意
を促している。

Ａ－１－（１）－③　１・２歳児の保育において養
護と教育の一体的展開がされるような適切な環境が
整備され、保育の内容や方法に配慮されている。

ａ

クラス毎の月間指導計画の他に、個別の指導計
画も作成している。個別の指導計画には子ども
の姿を通してねらいや内容、子どもへの配慮事
項などを具体的に記入している。さらに月末に
は子どもの変化や課題について反省・評価に記
載し次の月の個別計画につなげている。保育室
内のおもちゃ箱には中のおもちゃの大きな写真
が貼ってある。子どもの興味や関心に応じて、
自由におもちゃを出し入れができ、遊びやすい
ように工夫している。保育者は一人ひとりの育
ちや課題を的確に捉え、安全に安心して遊べる
ような関わりと配慮をしている。乳幼児突然死
症候群（ＳＩＤＳ）の予防に向け、１歳児は１
０分毎、２歳児は３０分毎に午睡時の睡眠状態
と体位などを確認し記録を残している。保護者
との情報共有は送迎時の対話や連絡帳を通して
行われ、保育に活かされている。

Ａ－１－（１）－④　３歳以上の保育において養護
と教育の一体的展開がされるような適切な環境が整
備され、保育の内容や方法に配慮されている。

ａ

保育課程をもとに、クラス毎に年間指導計画
（４期）と月間指導計画を養護と教育（５領
域）を踏まえて作成している。各クラスには絵
本やままごと道具、ブロックなどの他に廃材が
用意され、自由に遊んだり製作ができるように
工夫している。製作途中の作品はみんなの作品
屋さんと称したコーナーに保管され、子どもた
ちが見たり、引き続き製作ができるように配慮
されている。３歳児以上も午睡の際の状況確認
を３０分毎に行い、記録を残してＳＩＤＳ予防
に努めている。また、異年齢交流については園
の異年齢交流保育目標を決めて、職員間で育み
たい子どもの姿が共有されている。その上で年
間指導計画を作成し、日々の交流の実践活動に
つなげている。

評価対象Ⅳ　内容評価基準

Ａ－１保育所保育の基本

Ａ－１－（１）養護と教育の一体的展開
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

Ａ－１－（１）－⑤　小学校との連携や就学を見通
した計画に基づいて、保育の内容や方法、保護者と
のかかわりに配慮されている。

ａ

園を訪問したまち探検の小学生が書いた感想や
お礼文を、子どもたちが興味をもって見られる
ように廊下に掲示している。３月には実際に小
学校を訪問して一年生の授業を体験したり、園
の公開保育時には小学校から参加してもらう機
会などを設けてたりしている。年長児クラスで
は午睡を年明けから、体調に配慮しながら徐々
に少なくしていき、３月末には午睡をしないで
一日の保育が展開されるようにしている。ま
た、年長児のクラス懇談会の際には、保育所児
童保育要録の学校への提出についての説明をし
ている。さらに参加した先輩保護者から、小学
校生活についての様子や就学前に身に着けたい
ことなどの話をしてもらう機会を作り、就学に
向けた準備につなげている。

Ａ－１－（２）－①　生活にふさわしい場として、
子どもが心地よく過ごすことのできるような人的・
物的環境が整備されている。

ａ

本部の「安全・安心」の運営理念に基づき、室
内設備や健康管理など、マニュアルに沿って安
全対策が講じられている。各保育室には湿度計
や温度計・加湿器を備え、子どもたちが健やか
に過ごせるよう配慮されている。安全点検につ
いては固定遊具や施設内外の整備、園舎内の点
検などを毎月１回実施し、危険個所の把握をし
ている。危険個所については職員が手づくりの
物などでまずは改善して、安全への配慮がなさ
れている。今年度は衛生環境の見直しと改善に
取り組んだことで、トイレにサンダルを置き点
検も時間毎で実施して、衛生面の配慮を徹底し
ている。また、保育室内には手作りのパーテー
ションとおもちゃを随所に配置し、家庭的で柔
らかい環境の設定を工夫している。

Ａ－１－（２）－②　子どもが基本的な生活習慣を
身につけ、積極的に身体的な活動ができるような環
境が整備されている。

ａ

保育課程を基本に、各年齢の年間指導計画や月
間指導計画に基本的な生活習慣が確立されるよ
う作成している。また、子どもたちが心身とも
に健康に成長できることを目標にして、年間の
保健指導計画も作成している。看護師が中心と
なり、手洗いやうがいの指導、２歳児からは歯
磨き指導も実施している。手洗いの指導ではブ
ラックライトを使用してきちんと洗えているか
の確認も行っている。可視化されることによ
り、子どもたちがより丁寧に手洗いをするよう
になっている。子どもたちへの指導と合わせ
て、保護者を対象に実施したところ意識が大き
く変わったことを実感している。保健だよりは
毎月発行して、時季に合わせて熱中症や感染
症、手洗い方法、予防注射などの保健に関する
情報などを提供して、保護者への注意喚起も丁
寧に行っている。

Ａ－１－（２）－③　子どもが主体的に活動し、
様々な人間関係や友だちとの協同的な体験ができる
ような人的・物的環境が整備されている。

ａ

園では異年齢交流に力を入れて実施しており、
年齢を超えた日常の関わりを通して、信頼、思
いやり、感謝の気持ちなどが育まれていくよ
う、見守りや援助をしている。簡単な当番活動
を２歳児から実施しており、年齢に応じた当番
の役割を設定していて、子どもたちは当番にな
ることを楽しみにしている。また、市の広報を
通じて情報を提供し、地域の子育て家庭と子ど
もたちのふれあい体験保育を年間１１回実施し
ている。参加者は０歳児や１歳児が多く、子ど
もたちと一緒に遊ぶ機会を多く提供している。

Ａ－１－（２）　環境を通して行う保育
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

Ａ－１－（２）－④　子どもが主体的に身近な自然
や社会とかかわれるような人的・物的環境が整備さ
れている。

ａ

園庭に植えられた大きな桜の樹や食育のための
野菜栽培（ゴーヤ、オクラ、ジャガイモ、イン
ゲン、トウモロコシ）を通して身近な自然が感
じられるように工夫している。近隣の公園への
散歩や園外保育を通して季節の移ろいを感じた
り、バスを使っての芋ほり遠足では作物の収穫
や土の感触などを体験している。また、交通安
全指導や夏祭り、運動会などの行事には地域の
子育て家庭などを招待して子どもたちとのふれ
あいにつなげているほか、近隣の高齢者施設と
の交流も定期的に実施して子どもたちの社会性
向上などに活かしている。

Ａ－１－（２）－⑤　子どもが言葉豊かな言語環境
に触れたり、様々な表現活動が自由に体験できるよ
うな人的・物的環境が整備されている。

ａ

日常的に絵本、紙芝居の読み聞かせも多く取り
入れ、言語活動や表現活動に親しんでいる。読
んでもらった絵本から生活発表会につないで、
オペレッタなどの音楽劇を通して子どもたちが
役割をもって演じたり、楽しく表現できるよう
に工夫している。また、空き箱や廃材を使って
の製作やお絵かきなどは子どもがやりたいと
思った時に自由にできるよう、いろいろな素材
を用意している。系列園共通の取り組みもあ
り、専任講師によるリトミックや体操、英語の
カリキュラムで学びと遊びの実践を毎週行って
いる。

Ａ－１－（３）－①　保育士等が主体的に自己評価
に取り組み、保育の改善が図られている。

ａ

年間指導計画（４期）、月間指導計画（毎
月）、週案（毎週）、保育日誌（毎日）に実践
活動の振り返りと評価・反省を記録して、次の
保育活動へと反映させている。また、年度末に
は職員一人ひとりが今年度の振り返りと次年度
の取り組みを記入して園長が確認をしている。
本部で定めた査定表にも詳細な内容で自己評価
項目があり、自身の課題を明確にして保育力の
向上に励んでいる。

Ａ－１－（３）　職員の資質向上
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

第三者評価結果 コメント

Ａ－２－（１）－①　子ども一人ひとりを受容し、
理解を深めて働きかけや援助が行われている。

ａ

面接を通して得た情報や送迎時の保護者からの
情報、連絡帳から得た情報などは必要に応じて
会議などで職員間で共有し、子どもの理解に努
めている。子ども一人ひとりの発達段階と課題
を的確に捉え、個別の指導計画や保育実践に活
かしている。配慮が必要な子どもや気になる
ケースがある場合には園内ミーティングを実施
して対応などを検討している。今年度は「一人
ひとりを大切にする保育とは」をテーマにワー
クショップで用いられる手法など取り入れ、園
内研修を実施して職員間での共通認識を高めて
いる。

Ａ－２－（１）－②　障害のある子どもが安心して
生活できる保育環境が整備され、保育の内容や方法
に配慮がみられる。

ａ

発達に支援を必要とする子どもについては、市
の相談員の派遣と本部の専門職（臨床心理アド
バイザー）の巡回指導を通して、支援や助言が
受けられる体制が整っている。個別の指導計画
作成時にはアドバイスをもとに、目標及び目標
達成の具体的な援助の方法などを記載し、日々
の保育に活かしている。必要に応じて保護者と
個人面談を行ったり、療育機関と連携を取った
りすることもある。また、法人主催の研修や県
主催の研修にも参加しており、保育者が特別支
援についての理解を深めるともに、自身のスキ
ルアップの機会にもなっている。

Ａ－２－（１）－③　長時間にわたる保育のための
環境が整備され、保育の内容や方法が配慮されてい
る。

ａ

延長保育利用の子どもたちの保育については大
人数で過ごす時間ができるだけ短くなるよう、
保育内容と環境設定の見直しをした。少人数で
寛いだ空間の中で、落ち着いて過ごせるように
配慮がなされている。また、保護者への伝達事
項は漏れがないよう、延長保育日誌に申し送り
事項を記載して担任から遅番担当職員に伝えて
いる。延長保育日誌には子どもがどんな遊びを
して過ごしたのかの記載が少ないことから、翌
日などの保育の連続性を考えた時に何をして遊
んだのかなどの簡単な記載があることが望まれ
る。また、翌日の受け入れの際にも保護者との
対話の話題づくりにも役立つと考える。

Ａ－２－（１）　生活と発達の連続性

Ａ－２　子どもの生活と発達
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

Ａ－２－（２）－①　子どもの健康管理は、子ども
一人ひとりの健康状態に応じて実施している。

ａ

毎朝、担任が子どもの視診を行い、健康状態を
把握している。身体測定は毎月行い、頭囲・胸
囲は半年毎に測定して、一人ひとりの成長曲線
を作成し全員の発育状況を把握している。乳幼
児突然死症候群（ＳＩＤＳ）の予防のため、午
睡時は年齢毎にタイマーを使い、０歳児は５分
毎、１歳児は１０分毎、２歳児以上は３０分毎
に睡眠状態や呼吸の確認を行い、記録を取り安
全に配慮した対応をしている。また、手洗いや
うがいを心がけ、手洗いチェッカーを利用して
きちんと洗えているかの確認をしたりして子ど
もたちの意識付けに役立てている。

Ａ－２－（２）－②　食事を楽しむことができる工
夫をしている。

ａ

年間食育計画を作成し、計画に基づいて実践さ
れている。２歳児以下は園庭でおやつを食べた
り、調理する前の食材に触れるなどの体験をし
て、給食に関心をもてるように工夫している。
３歳児以上はプランターで自分たちで野菜を育
て、収穫した野菜を調理して食べたり、好きな
給食を自分で調節しながらお代わりをして美味
しいという思いを大切にしている。また、異年
齢児との交流で一緒に会食をすることで、楽し
い食事の機会としている。

Ａ－２－（２）－③　乳幼児にふさわしい食生活が
展開されるよう、食事について見直しや改善をして
いる。

ａ

系列園共通の献立で給食が提供されており、栄
養士・調理員が子どもたちの食事の様子を見た
り、子どもたちの話を聞いたりして喫食状況を
把握し、刻みや味付けなどに工夫をしている。
毎月１回、園長・栄養士・保育士と給食会議を
実施し、振り返りなどから献立の見直しや改善
など、給食への工夫をしている。

Ａ－２－（２）－④　健康診断・歯科検診の結果に
ついて、保護者や職員に伝達し、それを保育に反映
させている。

ａ

年２回の内科検診と年１回の歯科検診の結果を
保護者に個別に書面にて結果報告をしている。
園全体の保護者や職員が歯科検診結果状況を周
知できるように結果一覧を玄関入口に掲示し
て、保護者とともに歯の健康への関心を高めて
いる。

Ａ－２－（３）－①　アレルギー疾患、慢性疾患等
をもつ子どもに対し、主治医からの指示を得て、適
切な対応を行っている。

ａ

本部で作成しているアレルギー対応マニュアル
に基づき、アレルギー児向けの給食が提供され
ている。入園時の面接で食物アレルギーを持つ
子どもについて状況などを丁寧に聞き取り、医
師の診断書の提出を保護者に依頼している。個
別な配慮が必要な子どもに対しては主治医の指
示に基づいて、除去食などの適切な対応を行う
体制を取っている。職員はアドレナリン自己注
射の講習を受講し、受け入れへの対応ができる
ように配慮している。

Ａ－２－（３）－②　調理場、水周りなどの衛生管
理が適切に実施され、食中毒等の発生時に対応でき
るような体制が整備されている。

ａ

本部が定める衛生マニュアルに基づき、衛生管
理に努め、衛生管理に関する担当者・担当部署
を設置している。調理室では衛生記録表を用い
て確認を行い、日々の点検を実施している。ト
イレも衛生チェックを日々行い、子どもの手洗
いに関しても手洗いの歌など導入して、食中毒
予防に向けて工夫し実践している。

Ａ－２－（３）　健康及び安全の実施体制

Ａ－２－（２）　子どもの福祉を増進することに最もふさわしい生活の場
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評価結果詳細（保育所）【アスク東川口保育園】

第三者評価結果 コメント

Ａ－３－（１）－①　子どもの食生活を充実させる
ために、家庭と連携している。

ａ

毎月、献立表や給食便りの配布・掲示をしてお
り、当日の給食のサンプルも玄関入口に展示し
ている。保護者向けの試食会も実施しており、
栄養士がレシピの紹介や食事に関する質問への
回答を行っている。離乳食は個々の発達に応じ
て提供しており、食事に関する専門性を活かし
た子育て支援活動なども期待ができる。給食の
食材の安全性について、野菜の生産者からの写
真入り通信などを掲示することで、保護者へ知
らせている。

Ａ－３－（１）－②　家庭と子どもの保育が密接に
関連した保護者支援を行っている。

ａ

毎月園だよりを発行して園での取り組みを紹介
しており、２歳児以下は連絡帳に記載して、家
庭での様子や保育園での生活の様子などの日常
的な情報交換を行っている。全てのクラスの１
日の活動を玄関入口に掲示し、園での生活の様
子を保護者に伝えている。送迎の際、気楽に保
護者から職員へ話ができるような雰囲気づくり
にも努めている。子どもの成長や育児について
悩みや心配ごとの相談があれば、随時を受け付
け、内容の必要性に応じて記録を残し、継続し
て支援を行っている。

Ａ－３－（１）－③　子どもの発達や育児などにつ
いて、懇談会などの話し合いの場に加えて、保護者
と共通の理解を得るための機会を設けている。

ａ

定期的に保育園の様子や行事のお知らせなどを
行い、意見などを把握するために運営委員会を
開催し、保育の内容については理解と協力を得
ている。１日保育士体験を取り入れ、保護者も
積極的に参加しており、園での取り組みへの理
解促進につながっている。個人面談などで、
個々の育ちや発達、育児などについて、園と保
護者との共通理解を得る話し合いの場を設けて
いる。

Ａ－３－（１）－④　虐待に対応できる保育所内の
体制の下、不適切な養育や虐待を受けていると疑わ
れる子どもの早期発見及び虐待の予防に努めてい
る。

ａ

虐待対策としては、受け入れ時の観察や日々衣
服の着脱の時に子ども一人ひとりの身体の様子
を確認している。気になるケースについては記
録を取り、チェックリストも活用して早期発見
及び虐待予防に努めている。虐待を受けている
疑いのある子どもの情報を得た際などは、マ
ニュアルに基づいて本部に連絡・相談し指示を
受けるなど、職員間で周知され共通の理解を
持って対応している。また、関係機関と連携し
て対応を進める体制を整えており、研修にも積
極的に参加して虐待への意識の向上を図ってい
る。

Ａ－３－（１）　家庭との緊密な連携

Ａ－３　保護者に対する支援
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